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研究成果の概要（和文）：日本の農村地域では市場を介さない食料の自家生産や分かち合いによって、豊かな食
生活が維持されているところが少なくない。生産規模は小規模ながらもその生産活動と食の分かち合いや食文化
を通じて、食に伴う多様な恵みを支えてきた。本研究では、小規模・家族農業と食の分かち合いのサブシステム
を対象として、食に伴う多様な恵みのインベントリを構築し、市場を介さない食の流通の実態と食に伴う多様な
恵みのアカウンティングの方法を開発し、それを全国と事例研究地域（佐渡島、八丈島）に適用した。食の分か
ち合いによる食の多様性、物質・エネルギー、農村ランドスケープとの関係分析を定量的・空間明示的に明らか
にした。

研究成果の概要（英文）：Socio-ecological production landscapes and seascapes (SEPLS) are 
characterized by a dynamic mosaic of various ecosystem types that maintain relatively high 
biodiversity and produce a bundle of ecosystem services. One unique characteristic of SEPLS is the 
sharing of provisioning services within and beyond communities, such as forests, agricultural and 
marine products. Conventional ecosystem assessments often ignore the benefits of these non-market 
provisioning services. This study develops new accounting measures to quantify the contribution of 
the sharing of food provisioning services in terms of their amount, variety, and nutritious 
composition at national and island scales, and it analyzes the relationship between such sharing 
practices and landscape types. Food sharing culture can contribute to enhancing resilience against 
socio-economic changes and natural disasters. The study provides baseline information for monitoring
 the hidden flow of food provision and its multiple functions.

研究分野：ランドスケープ・エコロジー

キーワード： 食の分かち合い　生態系サービス　社会関係　食の流通　土地利用　栄養価値　経済価値
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１. 研究開始当初の背景 
人口増に伴う食料需要が拡大するなか、地
球規模での気候変動の影響、異常気象や自然
災害、水資源の枯渇など、食料生産を困難に
する要因の増加が懸念されている。また、食
料生産を増やすために化学肥料、水資源、エ
ネルギーを大量に投入しつつ、生産、流通、
消費の各段階で加工残さや廃棄物を大量に
発生させる近代的な生産・消費システムは、
それ自体が他の環境・社会問題を引き起こす
要因にもなっている。それゆえ、太陽エネル
ギーや水など循環する自然を巧みに使いつ
つ、持続可能な食料生産・流通の仕組み構築
が世界的課題になっている。 
2015 年、持続可能な開発目標（SDGs: 

Sustainable Development Goals）が国連総
会で採択され、SDG-2 として「飢餓を撲滅、
食料安全保障及び栄養改善の実現、持続可能
な農業の促進」が提示されており、その下位
目標では「女性、先住民、家族農家、牧畜民
及び漁業者をはじめとする小規模食料生産
者の農業生産性及び所得の倍増」と、それら
を通じた「持続可能な食料生産システムを確
保し、強靭（レジリエント）な農業の実践」
が明記されている（UN General Assembly 
resolution, 2015）。 
一方、「食」には、その地域・その国の生
活や文化が色濃く反映さる。旬の概念や食材
の選び方、市場を介さない分かち合いの規範、
調理法、食器の選び方、食の作法・マナーな
どはその一例であり、我々の生活を特徴づけ
るとともに、豊かさを支えてきた。 
日本の食料生産に関しては、大規模・効率
的な企業的経営と小規模の自給的経営の二
極化の傾向が今後ますます強まると考えら
れる。こうした構造変化は、食と我々の結び
つきを変え、食に伴う多様な恵みを支える基
盤を変質させることが懸念される。他方で、
定年帰農を含む就農者や家庭菜園・市民農園
に携わる者の数は近年増加を見せている。ま
た、日本の農村地域ではいまだに市場を介さ
ない食料の自家生産や分かち合いによって、
豊かな食生活が維持されているところが少
なくない（神山ほか, 2014）。ただし、小規模
生産者は経済的・経営的に脆弱であることが
多く、大規模な流通システムに支えられる食
料産業と共存する仕組みを模索する必要が
ある。 
 
２. 研究の目的 
本研究では、小規模・家族農業と食の「分
かち合い」のサブシステムと、低炭素・循環
型の食料供給システムの新たな連携・融合に
よって、より包括的な豊かさと自然資本の持
続性を同時に高める持続型社会の実現に資
する制度・技術を明らかにすることを目指す。 
 
３. 研究の方法 
 本研究では、①分析概念枠組みと対象地域
での食に伴う多様な恵みのインベントリを

構築し、②市場を介さない食の流通の実態と
食に伴う多様な恵みのアカウンティングの
方法を開発する。また、③低炭素・循環型の
食料供給の技術システムの物質・エネルギー
解析、④新たな分かち合いの事例の国内外で
の情報収集と事例分析、⑤食の分かち合いに
よる食の多様性、物質・エネルギー、農村ラ
ンドスケープとの関係分析、⑥地域の自然・
社会特性に応じた食の分かち合いと低炭
素・循環型の食料供給システムの連携・融合
の仕組みとその支援方策を提案する。 
これら①から⑥に関して、全国規模と事例
対象地域のそれぞれで実証的な研究を行っ
た。以下にその方法を示す。 
（１）全国調査 
食のわかちあいと土地利用調査： 
2015 年 1 月にオンライン調査を行い、20
歳以上の 1,525 人から個人属性（居住地点情
報を含む）、市場を介さない食の量と種類、
社会関係に関するデータを回収した。回答者
の居住地点情報から居住する 3 次メッシュ
（約 1km×1km）を特定し、農村地域類型別（山
間農業地域、中間農業地域、平地農業地域、
都市的地域）での食の分かち合いの実態を分
析した。また、国土数値情報に基づき回答者
が居住する 3 次メッシュ内の土地利用 13 カ
テゴリーの構成割合（％）を算出した。その
うえで、食の分かち合いと土地利用構成の関
係について相関分析を行った。 
 
エコロジカル・フットプリント調査： 
Global Footprint Network(GFN)が提供す
る、国際的な標準算定方法にもとづく消費土
地利用マトリクス(CLUM)を用いて、家計消費
等の統計データや土地利用データから3次メ
ッシュを単位として日本全国規模でのエコ
ロジカル・フットプリントとバイオキャパシ
ティの値を算出するとともに、その空間分布
の傾向を把握した。 
 
（２）事例対象地域 
八丈島： 
自然資源が豊富な八丈島を対象にヒアリ
ング調査とアンケート調査を実施すること
で，食料の自家生産やおすそわけといった社
会的ネットワークによる食料の流通量を対
象に既存の統計情報と比較可能なアカウン
ティング手法を開発した。社会資本である食
料のおすそわけのネットワークを可視化す
るため、15 名の島民を対象に、年間でおすそ
わけやいただきものとしてやり取りしてい
る食品名、やり取りしている人の関係性、件
数を調査した。次に、2016 年 10 月中旬から
11 月下旬まで島民を対象にアンケート調査
を実施し、251 部回収した。同アンケートで
は、一年間の 1世帯での食料の消費、①購入
している割合，②自家生産している割合、③
知人等からおすそわけとして入手する割合
を食品群別に調査した。また，それらの割合
を国民健康・栄養調査と家計調査に乗じるこ
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とで，市場を介さない自家生産やおすそわけ
によって流通している食料をカロリー、金額、
栄養素を算出した。 
佐渡島： 
従来の経済指標に表れない豊かさを捉え
るべく、包括的富指標（Inclusive Wealth 
Index）を応用した。対象は、新潟県佐渡市
とし、同市が位置する佐渡島の包括的富の推
計、包括的富と経済指標の比較、そして地域
レベルの包括的富の推計方法の構築を行っ
た。一般公開されているセンサスなどに加え、
佐渡市、農林水産業の協同組合、島内市場、
直売所や小売業者、そして新潟県の研究所な
どから市区町村レベルの既存データを収集
した。また、市場を流通しない農林水産物や
それらの生産に携わる社会構成、そして関連
した主観的幸福度を把握するため、佐渡市全
域の住民を対象に質問紙調査を実施した。ア
ンケート調査票は、選挙人名簿を利用し、住
民に無作為に送付され、回収率は 1457 通中
523 通（35％強）であった。 
 
４. 研究成果 
（１）全国調査 
食の分かち合いと土地利用調査： 
全国オンライン調査の結果、都市的地域を
除いてすべての農業地域では、自家生産・採
取といただきものをあわせた食の分かち合
いが食の消費量の 16%を占めることを明らか
にした（図 1）。食のわかちあいで享受される
食品種類数は 32-34 種であり、都市的地域も
含めて地域類型別での違いは見られなかっ
た。 
回答者が居住する3次メッシュ内の土地利
用構成と食のわかちあいの関係を分析した
結果、農地と森林の面積が大きいほど、食の
分かち合いの量も多い傾向があることが示
された。これは、農地と森林の保全すること
が、食の分かち合いとっては重要であること
が示唆された。一方で、市街地面積が大きい
ところほど、食の分かち合いの量は少ない傾
向があった。この結果は先行研究である神山
ほか(2014)との整合するほか、土地利用構成
からこうした食の分かち合いの程度を推定
するための基礎的な知見となる。 
 

図 1 農業地域類型別での食の分かち合い実態 

 

エコロジカル・フットプリント調査： 
国土の約 6割で区域内のエコロジカル・フ
ットプリントがバイオキャパシティの範囲
内に収まっており、その地域が持続可能な状
態にあること、他方、残りの約 4割のメッシ
ュでは、エコロジカル・フットプリントがバ
イオキャパシティを超過している状態にあ
り、区域内で消費する食料・エネルギー等の
資源の生産や排出した CO2の吸収を国内の他
地域や海外に大きく依存していることが明
らかになった。特に、特に、エコロジカル・
フットプリントがバイオキャパシティの 100
倍を越える区域は全区域の約 4％を占めてお
り、その 6割が東京、大阪、神奈川の 3都府
県に集中していることが明らかになった。 
 
（２）事例対象地域 
八丈島： 
図 2にヒアリング調査をもとに作成した食
料のおすそわけのネットワーク図を示す。矢
印の太さはやりとりの件数に比例する。島内
の集落に関わらず、食料をあげる・もらうと
いうやりとりがなされているということが
視覚的に理解することができる。春夏秋冬で
多くやりとりされていたのは、トビウオ、オ
クラ、サツマイモ、サトイモであった。 
自家生産とおすそわけによって八丈島民
が消費している食料は約 330 kcal/人/日で、
八丈島を含む地域の平均エネルギー摂取量
の 18%に値する（図 3a）。これは主に島民が
おすそわけとしてもらう米類が大きく影響
していると解釈できる。一方で、104,565 円
/世帯/年間 が自家生産とおすそわけによっ
て得られており、これは年間支出金額の 20%
に値することを明らかにした（図 3b）。また、
栄養素別の自家生産・おすそわけの寄与度は
ビタミン Cが最も多く、一人・一日当たりの
摂取量の 30%多く摂取しているということが
わかった（図 3c）。このように、自然資本や
社会資本を定量的に評価することで経済指
標では評価できない栄養面などの観点も含
めた地域の包括的な豊かさを評価すること
ができた。 

 

図 2 食料のおすそわけのネットワーク図 
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図 3 自家生産・おすそわけによる食料流通量
 
佐渡島
佐渡島と全国レベル
結果を比較した結果、
特に自然資本の推計において過小評価が見
られることが明らかとなった。
島民へのアンケート調査結果の
により、豊かさと自然環境との関連が実証
されている精神的要素と住民の主観的幸福
感との関係性が明らかとなった。具体的に
は、文献レビューにより特定した方法論を
用い、地域レベルのソーシャルキャピタル
（社会関係資本）や
地への愛着）、自然観を住民の主観を通して
定量化した。同様に構築した構造方程式モ
デルにより、回答者が居住地域に対して感
じる
人々に対する信頼（社会関係資本）を介し
て、自然環境が回答者の福利を主観的に向
上させる傾向が定量的に確認された。また、
より自然中心的な自然観が、より豊かな自
然環境への認識と関連付けられたことから、
自然観が二次自然などの質・量の向上に寄
与していることが示唆された。
これらのことから、従来の包括的富に表
れない、地域の人々の人間関係や土地への
愛着、そして自然観も、人間の福利にとっ
て無視できない要素であり、地域レベルの
包括的富を推計する上で、新たに考慮する
必要があることが明らか

(a,b) カロリー・金額ベース

(c) 栄養素ベース
自家生産・おすそわけによる食料流通量
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により、豊かさと自然環境との関連が実証
されている精神的要素と住民の主観的幸福
感との関係性が明らかとなった。具体的に
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て、自然環境が回答者の福利を主観的に向
上させる傾向が定量的に確認された。また、
より自然中心的な自然観が、より豊かな自
然環境への認識と関連付けられたことから、
自然観が二次自然などの質・量の向上に寄
与していることが示唆された。 
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